
先生の「困りごと」、
作業療法で解決できるかも。

作業療法士による 6 つの支援事例

CASE 01
音読が苦手で学習を嫌がるようになってきた

CASE 02
指示が伝わらず、友達とトラブルを起こしてしまう

CASE 03
筆記に時間がかかり、姿勢も崩れてしまう

CASE 04
こどもたちが授業に集中しない

CASE 05
トイレに行きたいことを自分から伝えられない

CASE 06
卒業後の生活を見据え、余暇活動を広げたい



作業療法士ってどんな仕事？

日本に約 1 1 万人いるリハビリテーションの専門職です。

医療や介護、障害福祉、児童福祉などの幅広い領域で活動しています。

からだの怪我や障害だけではなく、認知機能や精神機能にも働きかける、

こころとからだの両方を対象とするのが作業療法の特徴です。

対象となる年齢やこどもについて

作業療法は、こどもから高齢者まで幅広い年代の方を対象としています。

学校では、幼稚園・保育園から小学校、中学校、高校まで、さまざまな

場面で関わることができます。

また、特別支援学校や特別支援学級だけでなく、通常の学級でも

こどもたちの学校生活を支えることができます。

食べたり、お風呂に入ったり、仕事をしたり、遊んだり。人の日常生活に関わるすべての活動を「作業」と呼びます。

こども
Child

EnvironmentOccupation
環 境作 業

作業療法士は、「できない理由」を探すのではなく、

「どうすればできるか」を こども･環境･作業の視点から考えます。

って？
作業



作業療法士が
学校で
できること

こども一人ひとりに
合わせて支援します

学校生活の中で「やりにくさ」や

「困りごと」を感じているこどもを支

援し、学習や遊びなどの活動を通し

て、一人ひとりに合った関わり方を

考えます。

活動への参加を
大切に支援します

作業療法では、「できた」という

経験を大切にし、学習や遊びな

ど学校生活の活動に参加できる

よう、方法や環境の工夫を提案

します。

先生による支援方法を
一緒に考えます

授業や学校生活の中で見られるこども

の困りごとについて整理し、作業療法

の視点から関わり方や支援の工夫を

先生と一緒に考えます。

保護者とも連携しながら
支援します

学校での様子や支援の方法を保護者と

共有し、家庭でも無理なく取り組める

工夫を伝えながら、学校と家庭がとも

にこどもの成長を支えられるように支

援します。

こどもと環境の
両方を見て考えます
こどもの体の動きや認知の特性

だけでなく、教室の環境や道具、

人との関わりなども含めて見て

いきます。こどもと環境の両方

から支援を考えます。



先生の困りごと 音読のときに読み間違いが多く、行を飛ばしてしまうことがありました。
音読への苦手意識が強くなり、学習を嫌がる様子が見られるようになりました。

音読が苦手で学習を嫌がるようになってきた

Case.01  

ー こどもの特性に合わせて学び方を工夫する ー

小学校 （通級指導教室）対 象

県の障害福祉課からの委託事業として、 学期に 1 度の頻度（3 回 / 年）で作業療法士が学校を訪問し、授業の様子を観察して
先生方へ助言を行っています。

市町村の巡回相談事業

小学 2 年生学 年

地 域

活用した制度

奈良県 診断名 限局性学習症（SLD）、発達性協調運動症（DCD）



作業療法士の視点 読むときの目の動きや手先の使い方など、こどもの特性を踏まえて道具や環境を調整す
ることで、学びやすい方法を見つけました。

音読をする時に、読み間違いが
多く特に行が変わるときに 1 行
飛ばしてしまうことが多く見ら
れました。

読む行だけが見えるスリットの使用を試
しましたが、不器用さもあり使いこなせ
なかったので、教科書に蛍光マーカーで
1 行おきにラインを引く方法を提案しま
した。

読む行が分かりやすくなり、
読み間違いが減りました。
音読への苦手意識も少しずつ
軽減しました。

作業療法士が
おこなったこと

授業中の音読の様子を観察し、文字の

追い方や読み方を確認しました。

その結果、読字の難しさの背景にある

要因を整理し、読みやすさをサポート

する道具の使用を提案しました。

こどもの状態 こどもの変化作業療法士の提案



先生の困りごと 授業中に指示が伝わりにくく、突発的な発言で友だちとのトラブルにつながる
こともあり、保護者の方もどうしたらよいか分からず悩んでいる状態でした。

指示が伝わらず、
友だちとトラブルを起こしてしまう

Case.02  

ー こどもの興味をきっかけに関わりを広げる ー

小学校 （通級指導教室）対 象

教育委員会の委託事業として年 1 ～ 4 回の頻度で作業療法士が学校を訪問し、担任や保護者と連携しながら支援を行っています。

市町村の巡回相談事業

小学 3 年生学 年

地 域

活用した制度

北海道 診断名 自閉スペクトラム症（ASD）



作業療法士の視点 自閉スペクトラム症（A S D）のこどもが安心して力を発揮できる環境を整えることや、
興味のあることをきっかけに家族を含めた関係づくりを進めることも重要な支援です。

口頭指示の理解が難しく、見通しの
立たなさに不安を感じて活動に参加
しにくい様子がありました。また相
手の気持ちに気づきにくく、友だち
とトラブルになることもありました。

1 日の予定を視覚的に示す「わたしの 1 日
ボード」を作成し、本人の好きな虫をきっか
けに先生や友だちとの関わりを広げる工夫を
提案しました。

予定が見えることで安心して活動
に参加できるようになりました。
本人の好きなことを通じて先生や
友だちとの関わりも増えて、家族
の安心につながりました。

作業療法士が
おこなったこと

教室や通級指導教室での様子を観察し、

こどもの特性に合った支援方法を検討

しました。

また、担任や通級担任の先生と話し合

いを行うとともに、保護者とも面談を

行い、支援の方向性を共有しました。

こどもの状態 こどもの変化作業療法士の提案



先生の困りごと 文字を書くのに時間がかかり、授業の後半になると疲れてしまいます。
姿勢を保つことも難しい様子でした。

中学校（通常の学級）対 象

児童福祉法に基づく「保育所等訪問支援」として、専門職が学校を訪問し学習参加を支援しています。
月 2 回程度（60～120 分程度）が一般的で、概ね 6 か月ごとに実施状況を振り返るモニタリングを行っています。

保育所等訪問支援

中学 2 年生学 年

地 域

活用した制度

北海道 診断名 先天性ミオパチー

筆記に時間がかかり、姿勢も崩れてしまう

Case.03  

ー 道具や環境を整え、学びやすい条件をつくる ー



作業療法士の視点 先天性ミオパチーのあるこどもの学習場面では、「書く」「姿勢を保つ」といった身体的
な負担の軽減に目を向け、学びやすい環境を整えました。

筋力や持久力の低下により姿勢が
崩れやすく、筆圧を保つことが難
しいため書くスピードが徐々に遅
くなっていました。

タブレットやキーボードの使用、斜面ボード
の活用、授業中の休憩などを提案しました。
テストでもタブレットを使用し、時間延長を
行いました。

姿勢が安定し、書くときの疲れ
が減りました。
テストでも回答できる問題が増
えました。

作業療法士が
おこなったこと

授業中の姿勢や書字の様子、時間の経過

による疲労の変化を観察し、学習の負担

となっている要因を整理しました。

その結果に基づき、姿勢を安定させるた

めの調整や身体的に負担の少ない道具の

活用、計画的な休憩の取り方など、

学習を続けやすくするための合理的

配慮を提案しました。

こどもの状態 こどもの変化作業療法士の提案



先生の困りごと 授業中にこども同士で遊んでしまい集中できないことがありました。
また落とし物をするたびに授業が中断していました。

小学校 （特別支援学級）対 象

市の委託事業として、作業療法士が学校に月２回定期的に訪問し、学校全体・クラス・個人に対して多層的にアプローチ
しながら支援を行っています。

市の委託事業

小学 2 年生学 年 地 域

活用した制度

岐阜県

こどもたちが授業に集中しない

Case.04  

ー 学びやすい環境づくりも作業療法の大切な役割 ー



作業療法士の視点 こどもの様子を観察するだけではなく、先生と協働して学習環境を整えることでクラス
全体の教育への「参加」をサポートします。

授業中でも会話や遊びが始まる
ことがあり、落とし物が散乱。
持ち主を探す度に授業が中断
していました。

机の周りに仕切りを設けることや、落とし物
ボックスを設置するなど、教室環境を整える
ことを提案しました。

自分から席に着いて授業に
向き合う姿が増え、 授業の
進行もスムーズになりました。

作業療法士が
おこなったこと

授業中の教室の様子を観察し、学習の

妨げとなっている要因を整理しました。

そのうえで教員と話し合い、こどもが

学習に集中しやすい環境づくりとして、

落とし物の持ち主探しで授業が中断しな

いような仕組みづくりなど、教室環境の

調整を行いました。

クラスの状態 クラスの変化作業療法士の提案



先生の困りごと トイレに連れて行けば成功するものの、
自分から行きたいと伝えることができませんでした。

トイレに行きたいことを自分から伝えられない

Case.05  

ー トイレの自立を支える支援 ー

特別支援学校 （知的障害）対 象

障害児等療育支援事業として学期に 1 度（3 回 / 年）の頻度で、作業療法士が学校を訪問し支援を行っています。

障害児等療育支援事業

中学部２年学 年

地 域

活用した制度

鹿児島県 診断名 重度知的障害・自閉スペクトラム症（ASD）



作業療法士の視点 こどもの発達段階や理解の仕方に合わせて、行動につながる分かりやすい手がかりを
つくることが重要です。

トイレ誘導では成功することが多い
一方、自分からの発信が難しく、
紙パンツを使用していました。

トイレのときにタオルや紙パンツを入れた
トートバッグを持つ方法を提案しました。

トートバッグを持ってトイレに
向かう行動が増え、排尿の成功
率が大きく高まりました。

作業療法士が
おこなったこと

本人の認知発達の段階やトイレ場面で

の行動を観察し、支援方法を検討しま

した。その結果、絵カードによる方法

からトイレ用トートバッグを使う方法

に変更し、少しずつ段階を踏みながら、

自分からトイレへ向かう行動につなが

る支援を提案しました。

こどもの状態 こどもの変化作業療法士の提案



先生の困りごと 卒業後の生活を見据え、楽しめる余暇活動を増やしたいと考えていました。

卒業後の生活を見据え、余暇活動を広げたい

Case.06  

ー 重度障害のあるこどもの余暇活動支援 ー

特別支援学校 ( 肢体不自由 )対 象

都道府県の教育委員会の特別免許状制度により、作業療法士が学校教育の中で専門的な支援を先生と協働して行っています。

自立活動教諭の特別免許状制度

高等部２年生学 年

地 域

活用した制度

神奈川県 診断名 脳性麻痺（重症心身障害児）



作業療法士の視点 自分の行動で環境が変わる経験は、自己選択や自己決定につながります。わずかな動き
を活かして楽しめる活動をつくりました。

発語はなく、表情や体の動きで意思
を示します。
光や音楽には反応があり、手を握る
動きが見られました。

わずかな動きでも反応するセンサーを導入。
室内プラネタリウムに接続し星空を灯したり、
タブレット端末で音楽を選んだりできる仕組み
を導入しました。

「動きで楽しいことが起こる」と
いうことを学習し、自分の動き
でプラネタリウムに星空を灯し
たり、好きな音楽を選んだりす
る様子が見られるようになりま
した。

作業療法士が
おこなったこと

こどもの興味のあることや体の動きを観

察し、どのような活動なら楽しみながら

参加できるかを整理しました。

その結果をもとに、卒業後の余暇活動の

充実や社会参加につながるよう、

担任の先生とともに自立活動の内容や

個別の指導計画を検討し、実践しました。

こどもの状態 こどもの変化作業療法士の提案



こどもの困りごとに向き合う先生のそばに、

一緒に考える専門職がいます。

まずは私たち作業療法士に相談してみませんか？

一般社団法人 日本作業療法士協会
����������������� ������ ������������� ����
������

「どう関わればいいのだろう」

TEL :03 -5826 -7871  /  FAX : 03 -5826 -7872


